
令和３年度

　
本
年
は
、
塙
保
己
一
没
後
２
０
０

周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り

ま
す
。
７
月
に
は
、
昨
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
が
、
共
生
社
会
や
多
様
性
へ

の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
契
機
と

な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

総
合
振
興
計
画
の
施
策
の
進
捗
を

適
切
に
踏
ま
え
つ
つ
、
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
充
実
、
次
代
を
担
う

人
材
の
育
成
、
地
域
の
活
性
化
、

環
境
、
防
災
等
の
諸
課
題
に
も
的

確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
世

の
た
め
、
後
の
た
め
」、
足
元
を

見
つ
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重

ね
、
市
政
の
進
展
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る	

　
　
　
　
基
本
的
考
え
方

　
行
政
の
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
層

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
今
後
の
財
政
事
情
が
不
透

明
と
な
る
中
、「
入
る
を
図
り
、

出
ず
る
も
図
る
」、
財
政
好
転
に

向
け
た
財
源
の
確
保
や
事
業
の
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る
経
済
・
社

会
・
環
境
の
各
分
野
で
の
持
続
可

能
な
取
組
を
市
民
協
働
に
よ
り
推

進
し
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「
心
し
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
向
き
合

い
、
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
に

対
応
し
、
着
実
に
市
政
進
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
次
の
時

代
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
と

な
る
よ
う
、
行
政
経
営
を
「
心
し

て
」
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
の	

　
　
　
　
基
本
的
考
え
方

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の

根
幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
伴
う
景
気
の
低
迷
に
よ

り
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

な
ど
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
公

共
施
設
の
維
持
補
修
経
費
を
考
慮

す
る
と
、
本
市
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
今
般
の
予
算
編
成
で
は
、
将
来

の
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
し
つ

つ
、「
総
合
振
興
計
画
」
や
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
施
策
を
効
果
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
分
野
横
断
的
か
つ
優

先
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む
「
６

つ
の
重
点
施
策
」を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
は
、
感
染
予
防
の

経
費
を
中
心
に
計
上
し
、
状
況
に

よ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
手
段
を

と
れ
る
よ
う
財
政
調
整
基
金
を
財

源
に
し
て
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇な
く
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
本
庄
市
長　

施
政
方
針

本
庄
市

歳入歳入歳出歳出

民生費 15万8,599円 衛生費 ２万2,311円

総務費 ４万2,239円 消防費 １万4,129円

公債費 ４万 189円 農林水産業費 5,896円

教育費 ３万8,299円 商工費 5,811円

土木費 ３万1,629円 その他 4,351円

市民税 ５万3,191円 市たばこ税 7,007円

固定資産税 ６万2,521円 軽自動車税 3,188円

都市計画税 8,295 円

市民１人当たりが負担する市税
13万4,202円

市民１人当たりに使われるお金
36万3,453円

498億6,228万円
(前年度と比べ、9,723 万円増）

内訳
▶一般会計	 283億1,300万円
▶特別会計	 150億7,572万円
▶公営企業会計	 64億7,356万円

予算総額

区分 予算額 増減率

一般会計 283億1,300万円 △1.1％

特別
会計

国民健康保険特別
会計 79億2,226万円 2.1％

介護保険特別会計 62億5,374万円 4.0％
後期高齢者医療特
別会計 8億9,972万円 2.7％

公営
企業
会計

水道事業会計 25億2,754万円 △4.9％

下水道事業会計 39億4,602万円 3.3％

合計 498億6,228万円 0.2％

会計別予算

※公営企業会計（水道事業会計・下水道事業会計）の
予算額は、収益的支出額及び資本的支出額の合計額を
記載しています。

令和３年度

民生費	
123億5,486万円
（43.6％） 

総務費	
32億9,045万円
（11.6％） 

公債費	
31億3,073万円
（11.1％）  

教育費
29億8,349万円
（10.5％） 

土木費	
24億6,388万円
（8.7％） 

衛生費	
17億3,803万円
（6.1％） 

消防費	
11 億 63 万円

（3.9％） 

商工費	
4億5,268万円（1.6％）		農林水産業費

4億5,929万円（1.6％ ） その他	
3 億 3,896 万円（1.2％）

市税
104億5,427万円
（36.9％）

国庫支出金
46億3,122万円
（16.4％）

地方交付税
39億1,700万円
（13.8％）

県支出金
22億7,104万円
（8.0％）

市債
24億450万円
（8.5％）

地方消費税交付金
16億3,000万円
（5.8％）

諸収入　4億6,634万円(1.6％）

繰入金	
8億6,050万円
(3.0％）

分担金及び負担金 2億5,306万円（0.9％）
地方譲与税　2億6,400万円（0.9％）

使用料及び手数料	 1億9,629万円（0.7％）
その他　4億3,978万円（1.5％）

繰越金	
5億2,500万円
(1.9％）

283億1,300万円▶一般会計予算の構成

予
算
本
庄
市

※構成比は小数点以下第二位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない場合があります。
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